
電子ビーム描画装置を用いて Sr2RuO4-Ru 共晶中に作製した 

Nb/Ru/Sr2RuO4微小接合を持つ dc-SQUID の開発 

Development of dc-SQUID with the Nb/Ru/Sr2RuO4 micro junctions fabricated on  

Sr2RuO4-Ru eutectic using electron beam lithography system 
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Sr2RuO4はスピン 3重項カイラル p 波超伝導体である可能性が指摘されている。s波超伝導体は

運動量空間において超伝導位相が一様である一方、カイラル p波超伝導体では連続的に変化する。

したがって超伝導接合を作製した場合、電気伝導特性において接合方向依存性を持つと考えられ

ている[1]。またマルチカイラルドメイン状態の場合、さらにカイラルドメインウォール間の位相

差が電気伝導特性に影響を与えると考えられている。 

Sr2RuO4-Ru 共晶はその Ru 析出部上に超伝導物質を蒸着することで容易に様々な接合方向の超

伝導接合作製が可能である。我々はカイラル p 波超伝導の位相状態の解明を目的として、これま

でにレーザー露光装置を用いて共晶の Ru 析出部上に 1μm2 の面積の Nb/Ru/Sr2RuO4 接合を持つ

dc-SQUID を作製した[2]。電気伝導特性を調べたところ、析出 Ru界面にピンされたドメインウォ

ール[3]の影響を示唆する結果を得た。Ru 析出部の幅が約 1μm であるため、位相状態をより詳し

く調べるためには接合面積をさらに小さくし、高い分解能で位置決めをする必要がある。 

そこで本研究では、電子ビーム描画装置を用いることで～100×100nm2 の接合面積、100nm オ

ーダーの位置精度で接合の作製を行った。図は SQUID の SEM画像である。共晶上には 100nmの

SiO2膜を施してあり、反応性イオンエッチングにより析出 Ru上の点線部のみ穴を開け、Nbスパ

ッタにより Nb/Ru/Sr2RuO4微小接合を作製した。今回

の発表では超低温下で行った測定結果および接合の

評価について議論する予定である。 
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図:Nb/Ru/Sr2RuO4微小接合 SQUID の SEM画像 
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